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朝日新聞社：AERAMook地理学がわかる，朝  

日新聞社，1999年，176p．，1，050円． 

INAX出版から出ている「10＋1（Ten Plus  

One）」誌の第11号（1997年11月発行）が「新し  

い地理学」を特集していて，総べージ（242ペー  

ジ）の半分をこの特集に充てている．デイヴイッ  

ド・ハーヴェイの「空間から場所へ，そして場所か  

ら空間へ」の翻訳や，水内俊雄・大城直樹・多木浩  

二・吉見俊哉の座談会「新しい地理学をめぐって  

一地図の解体，空間のマッピング」など，興味深  

い10編が収めれていて，・目次を見ただけでもた  

いへん魅力的である．日本人研究者のうち地理学者  

は上記の水内・大城の2人だけで，その他はすべて  

地理学以外であるが，スペースやプレイスといった  

概念は，近年，地理学以外め研究者から，新鮮な視  

点として大いに注目されているように思える．   

また近年『日本地理がわかる事典』（日本実業出  

版社，1997）や『日本地図の楽しい読み方』（河出  

書房新札1997），『日本地図から歴史を読む方法』  

（河出書房新社，1998）といった，地理の楽しさを  

一般読者にアピールする出版物が次々に出ていて，  

結構よく売れていると聞く．埼玉県内に東京都練馬  

区の飛び地があるとか，国道で∵番短いのは神戸市  

内にある174号線で，わずか187mしかない，と  

かいった話は，他愛ないが，たしかに面白い．   

そうした中で，今般（1999年4月），朝日新聞社  

のAERA Mookの『00がわかる』シリーズ第  

48冊としてこの『地理学がわかる』が出たことは，  

長年にわたり地理学の楽しさを広く知ってもらいた  

いと念赦してきた私にとっても嬉しいことだったの  

で，日本地理学会編集専門委員会から書評の執筆依  

親があったとき，、すぐ承諾の返事を出してしまった．  

あとから考えると，もっと適任な人は大勢いるのに，  

軽率たったなと後悔しているが，いったん引き受け  

てしまったものは．もう仕方がない．   

ともかく，まず内容を紹介しよう．   

冒頭5ページの西川 治「地理学への誘い一国  

際化時代の空間情報科学」は，1998年「東京大学  

空間情報科学研究センター」，「立正大学地球環境科  

学部」発足に寄与した西川が，『周易』で説かれた  

地理や内村鑑三の『地人論』から，国琴化時代を迎  

えた現在の新しい地理学のあり方までを展望してい  

て，本書を一つのオペラにたとえれば，その序曲で  

ルベルク＝シュルツやD．H．ロレンスなどとも関  

連させながら，著者は「彼の文明観念と文明の地理  

学は，構造主義とともに，風景の現象学という角度か  

らも再読する価値があるように思われる」（p．45）  

と指摘している．われわれ読者は，著者がいかに鋭  

い今日的視野を持っていたかを知らされる．   

ル・ラヌー（1906－1992）は．今日でも評価され  

ている場所の科学というヴィグルのテーゼに対して，  

地理学を「場所を通じての人間の科学と考えた」  

（p．107）という．そして，その場所と人間の関係  

はハイデッカー流の〈生き・られる世界〉と．して，ル・  

ラヌーは地理学を構築しようとしたのだ．   

第Ⅳ章「フラン女人文地理学関俸国家博士論文へ 

の序章」と第Ⅴ章「今世紀初頭以降のフランスにお  

ける都市網，都市＝農村関係研究の展開」は，1902  

年以降の300編以上に上るフランス国家博士論文を  

量・質両側面から分析したものである．第Ⅳ章には  

それら博士論文のリストが掲載されており，第Ⅴ章  

は農村地域研究が伝統的なフランス地理学にあって  

都市間や農村＝都市関係を主題とした研究動向を検  

討している＼とくに，地域研究の伝統がとかく農村  

地域に串ける生活様式を自然環境の側面から説明し  

ていたものを，経済システムにおける都市と農村の  

相互依存性や都市網の視点から地域を解明していく  

といった，フランスでは非常に困難であった転換を  

辿っている．   

著者はすでに故人であるから，本書が残した課題  

はすべてわれわれのものである．著者の蔵書は誰か  

が活用すべきものであろうが，著者が語った「現代  

地理学の核心」は誰もが共有する▼ことができる．本  

書は，知的刺激を欲する学部学生にも読んでもらい  

たい．  
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